
アンケート結果（元請会社）

・令和5年度にしゅん功した工事を対象

・元請会社 35社が回答

【基本情報】
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5.その他

Q1. 試行工事の実施状況を次の中から選択して下さい。

1.実施し、４週８休を履行できた

2.実施したが、４週８休を履行できなかった

3.実施しなかった

令和５年度　週休２日試行工事に関するアンケートの結果（元請会社）

貴社の就業規則で定めている休日について、該当するものを次の中から選択して下さい。

1.完全週休２日制

2.４週８休制

3.４週６休制

4.４週４休制

2
・変形労働時間制　・社内年間休日カレンダー（年間休日106日）

4.その他

1 .完全週休２⽇制
46%

2 .４週８休制
37%

3 .４週６休制
8%

4 .４週４休制
3%

5 .その他
6%

1 .４週８休を履⾏できた
100%
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1.計画的に取得できた

2.工期延長により計画的に取得できなかった

3.やむを得ない事由により、予定外の休工日を振替休日とした

4.その他

1.余裕があった

2.適切であった

3.不足した

・機器の納入に時間がかかり工事開始が遅れた。完成書類作業の日数があまりとれなかった。
1

Q3. 試行工事における休日の取得状況について、該当するものを選択して下さい。

Q2. 試行工事の工期設定について、次の中から選択して下さい。
　　また、不足したを選択した場合は、不足理由を下記に記入して下さい。

2 .適切であった
74%

1 .余裕があった
23%

3 .不⾜した
3%

1 .計画的に取得できた
83%

3 .やむを得ない事由により、
予定外の休⼯⽇を振替休⽇とした

17%
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2.変わらない

3.減少した

4.その他

Q5.  試行工事における休日の履行確認は、工事月報等によることとしていますが、
     確認方法について該当するものを選択して下さい。
　　 また、他の方法が良いを選択した場合は、他の方法について記入して下さい。

1.現行方法が妥当である

2.他の方法が良い

Q4.  試行工事の実施による時間外労働の状況について、該当するものを選択して
　　 下さい。

1.増加した

2 .変わらない
72%

3 .減少した
17%

1 .増加した
11%

1 .現⾏⽅法が妥当である
100%
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Q6.  設計変更による経費の補正（労務費５％ のほか土木工事においては機械経費(賃料)
　　 ４％、共通仮設費率４％、現場管理費率６％）について、該当するものを選択して
     下さい。また、不足したを選択した場合は、不足内容を記入して下さい。

1.十分であった

2.適切であった

3.不足した

2.工事成績評定による加点評価をもっと増やすべき

3.工事成績評定による加点評価はもう少し減らすべき

-

Q7.   試行工事のインセンティブについて、該当するものを選択して下さい。
　　　また、他の方法が良いを選択した場合は、他の方法について記入して下さい。

1.現行の工事成績評定による加点評価(２点)が妥当

4.工事成績評定による加点評価は不要である

5.他の方法が良い

2 .適切であった
94%

1 .⼗分であった
6%

1 .現⾏の加点評価（２点）が妥当
63%

2 .加点評価をもっと増やすべき
26%

4 .加点評価は不要
11%
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Q9.  試行工事の実施に当たり、技能労働者からの意見があれば記入して下さい。

・特に意見はなく、今後も継続して週休二日制を実施してほしい。

・休養はもとより家族や友人と計画を組むことも出来、有意義な生活を送れた。

・冬季期間にかからないように、発注時期をもう少し早めてほしい。

・日雇い労働者は収入減になるので、労務単価の底上げを希望。

2.週休２日の達成後に、契約変更により増額した

5.その他

4.通常工事と同じであった

・本工事では下請企業に依頼をしていない。

3.当現場の休工日には、何らかの配慮を行った

・単独工事のため達成できたが、複合する工事では達成が難しいと思う。

・現場は休みとしているが実際は他の現場に行くことがある。

Q8.    試行工事の実施に当たり、下請企業に対して配慮したことがあれば選択して
　　　 ください。
　　　 また、3.及び5.を選択した場合は、その内容を記入して下さい。

1.週休２日試行工事であることを明示したうえで、見積依頼を行った

1 .明⽰し⾒積依頼
80%

4 .通常と同じ
17%

5 .その他
3%
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今後も継続して週休⼆⽇制を実施してほしい

休養もでき、有意義な⽣活を送れた

労務単価の底上げ

実際は、他の現場に従事

発注時期をもう少し早めてほしい

複合する⼯事では達成が難しいと思う
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　日給制の作業員は収入が減少する。

4

　工種（掘削土工、舗装工）間の工程調整が大変。

　4週6休が定休の協力会社は、現場を閉所しても他の仕事をしているため意味がない。

・労働者不足、資材不足による遅れから、工期に支障をきたす恐れがある。

　休日を取得したことにより残業が増える。

・計画的に休日が取得でき、仕事とプライベートの区分けや予定が立てやすい。

・特に悪かった点はなかった。

・心身ともに余裕ができ、生活の質が向上した。

・経費の補正により請負額が上がるのはありがたい。

Q11.  試行工事を実施して、悪かった点があれば下記に記入して下さい。

・天候や沿線の商業施設の影響を受ける作業の場合、より工程の調整が必要となった。

・交通量の多い週末を休みにすることで、交通渋滞や事故の防止、苦情が減少した気がする。

・担い手育成のため、評判が良く必要な取り組みだと思う。

・その他

Q10.  試行工事を実施して、良かった点があれば下記に記入して下さい。

・休養を取ることで仕事の質があがり、作業効率が向上した。　　　　　　　　　　　　　　　
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休養をとることで、作業効率が向上

⼼⾝ともに余裕ができ、⽣活の質が向上

計画的に休⽇が取得でき、予定が⽴てやすい

担い⼿育成のために必要な取り組み

週末を休みにすることで、交通渋滞や苦情が減少した

経費の補正により請負額が上がった

9
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特に悪かった点はなかった

天候や商業施設の影響を受けると、⼯程の調整が必要

労働者や資材不⾜で、⼯期に⽀障をきたす恐れがある

その他
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・土日が休日であることの周知と、連休前は安全施設や路面状況の確認を入念に実施。

Q12. 試行工事を実施するに当たって、工夫したことがあれば下記に記入して下さい。

3.４週５休以下であった

2.４週６休であった

・計画段階で下請業者と密な打合せや工程調整を行い、余裕のある施工が出来るように務め
た。

・悪天候による休工や作業の遅延が生じた時には、早急に工程修正を行った。

Q13. 試行工事を実施したが履行できなかった場合 結果はどのような状況でしたか。

1.４週７休であった

8

5

2

0 5 10 15

計画段階での綿密な打合せ・⼯程調整

作業の遅延が⽣じた時は、早急に⼯程修正を⾏った

週末の連休前は、安全施設等を⼊念に確認

※ 回答いただいた全ての工事が
「４週８休以上」を達成

したため、該当なし
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※回答なし

8.その他の理由

6.技能労働者の給与水準を確保するため

7.技能労働者の確保が困難なため

Q15.　試行工事を希望しなかった（辞退した）理由について、該当するものを次の中
　　　から選択して下さい。（複数選択可能）

9.技能労働者の給与水準を確保するため

6.関連工事との工程調整による

5.異常気象対応に時間を要したため

2.自社都合により工事期間を短縮する必要があった

8.施工機械の待機日数増等による費用増のため

7.工事を中止（一部中止含む）したため

2.工事内容に変更が生じたため

3.地元調整に時間を要したため

Q14.  試行工事を実施したが履行できなかった理由について、該当するものを次の中から
　　　選択して下さい。（複数選択可能）
　　　また、その他の要因によるを選択した場合は、要因を記入して下さい。

4.関係機関の調整に時間を要したため

10.技能労働者の確保が困難になったため

11.時間外労働が増加したため

12.その他の要因による

3.下請会社の休日調整が困難

4.経費の補正額が不足

5.人員的に社内体制が整っていない

1.試行工事の工期設定が不足

1.自社都合により途中で辞退した

※ 回答いただいた全ての工事が
「４週８休以上」を達成
したため、該当なし
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計
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・在庫の豊富な機器を使用する工事は納入時期をコントロール出来るため取り組みやすい。 1

計

7
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・建物利用状態での改修工事や、集中できる期間（夏休み期間等）が限定されている
　学校改修工事、建築附帯の設備工事は建築工程の影響を受け過ぎるため取り組みにくい。

Q16. 今後、どのような工事が試行工事として発注されると、週休２日による施工に取り組み
　　 やすい（又は、取り組みにくいか）と思いますか。 ご意見等があれば記入して下さい。

・発注時期が早い工事、フレックス工期の工事は取り組みやすい。

・3月末しゅん工の工事や、工期内工期の定められている工事

■取り組みにくい工事

・新築、改修、解体が重複しない単体工事や、内部改修でも第三者の影響を受けない工事は
　取り組みやすい。

■取り組みやすい工事

・地先との協議が影響する工事は、時期・時間の制約があり取り組みにくい。（市街地など）

・雨や降雪時期など天候に左右される工事は取り組みにくい。

・舗装路面改良工事、橋梁補修工事、開削工事（水道、下水道）、地下推進工事、シールド工
事、仮復旧をする工事は安全が保たれるため取組みやすい。

・緊急性の無い工事や、工事期間の調整が可能な工事

3

2

2

2

1

0 1 2 3 4 5

舗装路⾯改良、橋梁補修、開削、地下推進、シールド

緊急性の無い⼯事や、⼯事期間の調整が可能な⼯事

発注時期が早い⼯事、フレックス⼯期の⼯事

新築、改修、解体が重複しない⼯事

在庫の豊富な機器を使⽤する⼯事
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⾬や降雪時期など天候に左右される⼯事

建物利⽤状態での改修、期間が限定される学校改修

地先との協議が影響する⼯事

3⽉末しゅん⼯や⼯期内⼯期のある⼯事
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1.早期に実施する必要がある

Q17. 建設現場に週休２日を本格導入する時期について、該当するものを次の中から
　　 選択して下さい。（複数選択可能）

2.試行工事の実施状況を勘案して数年後に実施

3.労務単価の引き上げ等、導入環境が整備されてから実施

5.その他（全工事が週休2日を選択出来るようにしてから、法令による行政の支援が
整ってから）

4.実施すべきでない

26

18

6

2

0

0 5 10 15 20 25 30 35

早期に実施する必要がある

労務単価の引き上げ等、導⼊環境が整備されてから…

試⾏⼯事の実施状況を勘案して数年後に実施

その他

実施すべきでない
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10.週休２日の達成に伴う工事成績評価等のインセンティブ

17.その他（半導体不足の解消による機器調達速度の向上）

6.工事の発注時期

7.人手不足の改善

8.工事書類の簡素化

9.現地状況を踏まえた適切な条件明示の徹底

14.ワンデーレスポンスの徹底

15.ICTの全面的な活用の推進

13.プレキャスト製品などの積極的な活用による生産性向上

11.積算基準の見直し

16.クリティカルパス等の情報共有

3.降雨、降雪などの気象条件に伴う柔軟な工期変更

4.業界の意識改革

12.施工時期の平準化

5.技能労働者の給与水準の確保

Q18. 建設現場に週休２日を導入するうえで必要なことについて、該当するものを
　　 次の中から選択してください（複数選択可能）

1.余裕をもった工期の設定

2.協力会社からの協力
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余裕をもった⼯期の設定

降⾬、降雪などの気象条件に伴う柔軟な⼯期変更

⼯事の発注時期

技能労働者の給与⽔準の確保

⼯事書類の簡素化

業界の意識改⾰

⼈⼿不⾜の改善

協⼒会社からの協⼒

現地状況を踏まえた適切な条件明⽰の徹底

週休２⽇の達成に伴う⼯事成績評価等のインセンティブ

積算基準の⾒直し

施⼯時期の平準化

プレキャスト製品などの積極的な活⽤による⽣産性向上

クリティカルパス等の情報共有

その他

ワンデーレスポンスの徹底

ICTの全⾯的な活⽤の推進


